
近年，人間活動に伴う温室効果ガスの増加やオゾン

層の破壊などが進行し，それに伴って地球環境が大き

く変化することが懸念されている．その一方で，地球

はその誕生以来，不断の環境変化を繰り返しながら現

在に至っており，将来の変化を考えるための礎として

も，このような過去における地球環境の進化や気候変

動の歴史を知ることが重要である．本大会の主催校，

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻では，

文部科学省21世紀COEプログラム「多圏地球システ

ムの進化と変動の予測可能性」を実施中である．本シ

ンポジウムでは，その成果を含め，多くの関連分野で

の最新の知見を紹介し，地球誕生以来の大気や海洋を

中心とした地球環境の変遷を学際的な広い視野で展望

し，地球の将来を考えることを意図して企画した．

プログラムは，５名の基調講演者と３名のコメン

テーターで構成し，空間スケールとしては惑星規模か

らアジア大陸規模まで，時間スケールとしては地球誕

生から現在までとし，自然環境の変遷が人間活動に与

えた影響も考える，という内容とした．こうした地球

史を扱うような長大な時間スケールでの自然変動に関

しては，気象学会のシンポジウムでは従来正面からと

りあげられることは少なかったが，地球環境問題委員

会の共催も得て開催された本シンポジウムは，会場と

なった安田講堂の１階がほぼ満席になるほどの盛況

で，気象学会の企画としては最大規模と思われる約

700名の参加者があった．補遺に示した一般参加者か

らのアンケート結果も，本企画の成功を裏付けるもの

と考えている．

講演とコメントを通じて，気象学会員には日ごろあ

まりなじみのない「地球誕生以来」という長大な時間

スケールにおいても，大規模な環境変化や気候変化が

起きており，人間を含む地球の生態系にも多大な影響

を与えてきたことを改めて認識することができたので

はないかと思う．多様なテーマゆえに議論が拡散して

しまうことも懸念されたが，相互に関連しあう話題も

あり，また講演者・コメンテーターの入念な準備のお

かげもあって，きわめて充実した内容となったといえ

よう．ご多忙な中，興味深いご講演をしてくださった

講演者・コメンテーターの皆さまと，シンポジウムの

準備と運営にご協力いただいた実行委員の方々に，改

めて厚く御礼申し上げる．なお，前記21世紀COEプ

ログラムから，本シンポジウムへの協賛を頂いたこと

をここに記し，謝意を表したい．

また，補遺に示すように，アンケートを通じ多数の

非会員参加者から貴重な意見を得ることができた．今

後の学会活動への参考にしていただければ幸いであ

る．異常気象や地球温暖化への関心が天気予報以上に

高く，学会でのこれらの問題への取り組みへは，社会

から予想以上に強い期待が寄せられているようであ

る．このような期待に応えるべく，今後も本テーマの

ような研究が進展していくことを期待したい．なお，

担当者の不手際により，本誌への報告が大幅に遅れて

しまったことを深くお詫び申し上げる．
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